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は基本型スタンプ板調査を 2007 年 3-12 月に，自動撮影調
査を 2007 年 6-12 月に，幅合わせ型スタンプ板調査と自動
撮影調査を 2008 年 6 月-2009 年 1 月に行った。都市緑地
では基本型スタンプ板調査を 2007 年 2 月-2008 年 1 月に
幅合わせ型スタンプ板調査と自動撮影調調査を 2008 年 6




成した。基本型：縦 90 cm×横 30 cm×厚さ 0.5 cm のベニ
ヤ板の中央部に縦 30 cm×横 30 cm×厚さ 1 cm の黒セル
スポンジゴムを貼り付けたもの（図 1-A）。作成コストは
830 円（ベニヤ板 260 円，黒セルスポンジ 550 円，木工用







板は，縦 60 cm×横 30 cm×厚さ 0.5 cm から縦 90 cm×横
30 cm×厚さ 0.5 cm の 2 種類を必要に応じて組み合わせて
大きさを調節した。作成コストは最大で 2,980 円（ベニ 
ヤ板 700 円，黒セルスポンジ 2,200 円，木工用ボンド 80 













































































































調査では 4 夜 / 台で 4 種を確認でき安定し，40 夜 / 台以
降さらに増加し，54 夜 / 台で最終確認種数の 6 種を達成
した。幅合わせ型スタンプ板調査では調査量の増加と共に
徐々に確認種数が増加し，16 夜 / 台で 7 種を確認し，35
夜 / 台で最終確認種数の 8 種を達成した。これらに対して
自動撮影調査では 15 夜 / 台で 9 種を確認でき安定し，41
夜 / 台以降さらに増加し，47 夜 / 台で最終確認種数の 12
図 2　 各調査手法における調査量の増加に伴う発見種数の推移。黒色実線：基本型スタンプ板（里山林 n＝20，都市緑
地 n＝32），黒色破線：幅合わせ型スタンプ板（里山林 n＝70，都市緑地 n＝69），灰色実線：自動撮影カメラ（里
山林 n＝46，都市緑地 n＝42）。





に増加し，基本型スタンプ板調査では 14 夜 / 台で，幅合
わせ型スタンプ板調査では 31 夜 / 台で最終確認種数の 6
種を達成した。自動撮影調査では 1 夜 / 台で最終確認種数
の 6 種を達成した。
　⑶　動物種別の必要な調査量
　里山林における中型食肉目の LTD を表 3 に示した。中
型食肉目の最大到達種を達成するために必要な調査量は基
本型スタンプ板調査では平均 28.9 夜 / 台，幅合わせ型ス










　都市緑地における中型食肉目の LTD を表 3 に示した。
中型食肉目の最終到達種数を達成するために必要な調査量
は基本型スタンプ板調査では平均 15.7 夜 / 台，幅合わせ
型スタンプ板調査では 25.2 夜 / 台，自動撮影調査では
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The stamp plates were  inferior  in detection power but sufficient  for  faunal survey. The merits of  the 
stamp plates were low-cost, safety from theft, and ease of handling. Merits and demerits of the methods 
in practical use were discussed.
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